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アミタHDと三井住友FL、廃棄物管理で新会社

 リサイクルのアミタホールディングス（HD）とリース⼤⼿の三井住友ファイナンス＆リースは、産業廃棄物管理の
新会社を4⽉に設⽴する。両社がもつシステムのノウハウを共有するほか、サポートセンター統合による運営費の削減
といった効果を狙う。

 4⽉1⽇付で新会社「サーキュラーリンクス」を設⽴する。三井住友ファイナンス＆リース⼦会社のSMFLみらいパー
トナーズとアミタＨＤが折半出資する。システム事業の統合のほか、産業廃棄物管理の受託事業で協業。リースの知
⾒を活⽤した新規事業の開発も狙う。2028年度に年間売上⾼10億円を⽬指す。

 アミタHDと三井住友ファイナンス＆リースは23年11⽉、廃棄物管理での連携に関する基本合意書の締結を発表し
ていた。新会社設⽴を通じて、さらなる業務の効率化やサービスの質向上につなげたい考え。
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